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表紙解説
　弥彦村指定文化財の旧武石家住宅で１１月に開催。大勢で囲炉裏を囲みながら、昔の暮らしを体験します。

「むかしばなしと昔のあそび」（弥彦村）



210月９日㈭　県社会教育委員の会議　事務局長出席 ひとくち情報

　

平
成
26
年
10
月
16
日
㈭
17
日
㈮

に
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究

大
会
と
全
国
公
民
館
研
究
集
会

が
埼
玉
県
熊
谷
市
他
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
参
加
者
は
23
名
で
、

地
元
を
除
く
と
平
均
的
な
参
加
者

数
で
し
た
。

　

初
日
の
午
前
中
は
関
ブ
ロ
大

会
。午
後
の
全
国
大
会
の
日
程
上
、

表
彰
な
ど
の
式
典
を
中
心
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
前
県

公
連
会
長
の
湯
淺
康
夫
氏
（
現
新

発
田
市
中
央
公
民
館
長
）
が
公
民

館
の
発
展
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
全
国
公
民
館
功
労
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

夜
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

正
副
会
長
全
員
と
事
務
局
の
６
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
出
し
物
な
ど

は
な
く
た
だ
一
心
に
飲
む
会
で
し

た
が
全
国
の
参
加
者
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
終
日
分
科
会
で
し
た
。

第
一
分
科
会
で
は
、
佐
藤
実
県
公

連
会
長
が
主
管
ブ
ロ
ッ
ク
の
副

会
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
主
催
者

と
し
て
分
科
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

指
導
・
助
言
者
は
新
潟
経
営
大

学
教
授
「
中
島
純
」
先
生
で
し
た
。

　

午
前
中
は
事
例
発
表
と
簡
単
な

質
疑
応
答
。
昼
食
を
挟
ん
で
午
後

は
中
島
先
生
の
講
話
で
し
た
。

　

続
い
て
作
家
・
森
村
誠
一
氏
の

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

80
歳
を
超
え
て
い
る
と
は
思

え
な
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
講
演

で
し
た
。

　

印
象
的
な
こ
と
ば

　

○
東
日
本
大
震
災
の
と
き
ほ
ど

公
民
館
の
必
要
性
を
感
じ
た

こ
と
は
な
い

　

○
社
会
参
加
の
拒
否
は
誰
か
ら

も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
存
在

に
な
る

　

○
60
代
の
自
由
。
長
を
は
ず
せ

な
い
人
生
。
70
代
で
初
め
て

長
を
切
り
落
と
す

な
ど
興
味
深
い
話
の
連
続
で
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

午
後
の
全
国
大
会
で
は
、
開
会

式
で
全
公
連
新
会
長
・
石
川
正
夫

氏
、
新
任
の
文
部
科
学
省
生
涯
学

習
局
長
、
埼
玉
県
知
事
な
ど
多
数

の
方
々
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
埼
玉

県
指
定
無
形
文
化
財
・
小
鹿
野
歌

舞
伎
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
前
口
上
に
女
子
児
童
２
名
が

登
場
し
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

関
ブ
ロ
・
全
国
大
会
開
催
さ
れ
る

　

講
話
の
要
旨
は

・
現
代
公
民
館
は
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
事
業
を
求
め
ら
れ
て

い
る

・
公
民
館
の
人
材
ス
カ
ウ
ト
が
必

要
な
時
代
コ
ミ
ュ
活
の
必
要
性

・
あ
と
５
歳
若
く
見
ら
れ
る
術
、

田
上
ゆ
う
ゆ
う
塾
紹
介

・
現
代
の
病
は
孤
独
死
、
高
齢
者

犯
罪
増
加
、
無
言
社
会

　

歌
あ
り
、
も
の
ま
ね
あ
り
の
楽

し
い
90
分
で
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
公
民
館

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
「
男
性
」。
つ

な
が
り
が
な
い
社
会
で
生
き
る
男

性
を
ど
の
よ
う
に
公
民
館
に
呼
ぶ

か
。
知
恵
の
出
し
合
い
で
す
。
と

結
ば
れ
ま
し
た
。�

（
田
原
）

№741（第３種郵便物認可） 	 平成26年11月15日

小学生２人

森村　誠一氏

主催者あいさつをする佐藤会長

軽妙な語り口　中島　　純氏



3 ひとくち情報 10月10日㈮　県高齢者大学運営委員会　事務局長出席

　
「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
を
受
講
し
、
終

了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
実

生
の
会
」
に
入
会
し
て
十
数

年
が
経
ち
ま
し
た
。「
実
生
の

会
」
は
、
市
民
の
目
線
で
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
で
す
。

　

職
種
・
年
令
さ
ま
ざ
ま
な

仲
間
と
公
民
館
を
母
体
と
し

て
、
得
意
な
分
野
で
の
講
座

の
企
画
、
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
公
民
館
に
足
を
運
ぶ

よ
う
に
な
り
活
動
を
通
し
て

市
民
と
の
出
会
い
で
さ
ら
に

仲
間
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
仲
間
と

の
出
会
い
に
感
動
し
な
が
ら
、

ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
む
自
分

に
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
そ
れ
ま

で
の
私
は
、
一
言
で
言
え
ば

「
仕
事
人
間
」
的
な
生
活
で
し

た
。
こ
ん
な
時
間
の
使
い
方

が
あ
っ
た
の
か
、
と
思
い
な

が
ら
仕
事
を
終
え
て
か
ら
公

民
館
に
出
掛
る
の
が
楽
し
く

な
り
、
そ
の
楽
し
さ
は
な
か

な
か
の
も
の
で
し
た
。

　

や
り
た
い
事
も
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事

が
原
動
力
と
な
り
、
仲
間
と

は
丁
度
よ
い
距
離
感
で
い
ら

れ
る
事
が
活
動
を
続
け
ら
れ

る
秘
訣
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
あ
た
た
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
家
族
に

感
謝
し
、
社
会
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
有
難
さ
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
第
二
、
第
三
の
人
生

を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

見
附
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
　
佐
野
真
砂
子

「公民館活動と少年自然の家」
倉松　　栄新潟県少年自然の家所長

育
成
を
担
う
公
民
館
活
動
は
大
変
重

要
と
考
え
ま
す
。

　

当
自
然
の
家
を
利
用
し
て
行
わ
れ

て
い
る
公
民
館
活
動
は
学
校
の
活
動

と
違
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

学
校
の
多
く
が
単
一
学
年
で
活
動
す

る
の
に
対
し
、
公
民
館
で
は
年
齢
の

異
な
る
集
団
で
活
動
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
学
校
を
離
れ
、
異
年
齢
集
団

の
体
験
活
動
を
す
る
こ
と
で
よ
り
子

ど
も
た
ち
の
社
会
性
が
育
つ
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
の
体
験
活
動
は
、
体

や
記
憶
に
刻
ま
れ
、
様
々
な
場
面
で

生
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
公

民
館
活
動
の
ま
す
ま
す
の
充
実
を

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
自

然
の
家
の
活
用
を
御
検
討
く
だ
さ

い
。
ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
自
然
の
家
は
、
胎
内
市
に
あ
る

青
少
年
教
育
施
設
で
す
。
野
外
活
動

等
の
体
験
を
通
し
、
心
豊
か
な
青
少

年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

春
は
中
学
校
の
利
用
が
多
く
、
赤

松
林
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境

で
野
外
炊
さ
ん
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
で
仲
間
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
入
る
と
胎
内
川
河
口
で
の

カ
ヌ
ー
体
験
が
始
ま
り
ま
す
。
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
も
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。
公

民
館
活
動
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
多
い
の
は
夏
休
み
の
時
期
で
す
。

　

秋
か
ら
冬
は
う
ど
ん
打
ち
や
餅
つ

き
、
歩
く
ス
キ
ー
等
で
幼
稚
園
や
保

育
園
、
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
利

用
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

人
間
関
係
の
希
薄
化
、
地
域
の
教

育
力
の
低
下
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

昨
今
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全

「
み
ん
な
が
輝
け
る
公
民
館
」

下公連研修会開催
　今年度の下越地区公民館役職員等研修
会が、新発田市生涯学習センターを会場
にして平成26年10月１日㈬に87名の参加
者で開催されました。

　講演会では「日々
の暮らしを愛おし
むまちづくりを」
と題して、フリー
マガジン編集長・
西村純子氏が講演
を行いました。

昼食後は粟島浦村、五泉市、阿賀野市が
事例発表をして分科会協議が活発に行わ
れました。

№741（第３種郵便物認可） 	 平成26年11月15日 

分科会

西村　純子氏



410月16日㈭　17㈮　関ブロ・全国公民館大会　熊谷市 ひとくち情報

　③災害時情報伝達方法の見直し
　④緊急医療情報システムを構築
　⑤避難所マニュアルの見直し
　⑥隣近所から始まる防災を目指す
　⑦地域内めぐり、あいさつ運動で安心・安全
　⑧災害時の対応マップ作成
　⑨防災意識の向上

　災害時には様々な事態が何層にも重なります。
そのためお互いが助け合える仕組みや関係づくり
をすることが必要です。その活動として、町内会、
各部会、各団体の活動をきめ細かくかつ継続的に
推進していきたいと思います。

３　地域防災教育のために公民館ができること

村上市中央公民館
　　主任　岸　　宗光

　村上市は近年大きな地震災害を受けていないこ
とから、災害に対する危機意識は高いとはいえま
せん。「いざという時」のために、日ごろの防災
教育が重要です。
⑴ 学校教育では
　従来の避難訓練から地震と津波を想定した避難
訓練を重視するようになりました。
⑵ 行政や地域では
　村上市では、防災に関する取り組みは主に総務
課・危機管理室が担当し防災情報提供や防災訓練
等を行っています。地域では自主防災組織をつく
り、避難訓練や防災の学習活動を行っています。

昨年の総合防災訓練では市民14,000人が参加。
　平成26年３月に「村上市津波ハザードマップ」
を作成し市民に配布しました。
⑶ 公民館では
　公民館では、「防災」をテーマに講演会を実施
しました。これは「村上市民講座」や「にいがた
連携講座」と連携した事業です。
　日時：平成26年６月８日㈰　13：30～
　講演：「新潟地域の津波災害を考える」
　　　　　　新潟大学准教授・卜部　厚志
　また、村上市地区公民館では災害時の避難所生
活を想定して青少年の宿泊体験を実施しました。
参加者は青少年の体験活動を実施している「村上
健民少年団」で中学生が主体です。床に寝たり仲
間と助け合って生活する災害時の疑似体験をしま
した。

疑似体験活動の中学生

　防災に強いまちづくりは、防災担当部署だけで
は実現できません。公民館は、社会教育の立場か
ら、市民への学習機会の提供をとおして防災に関
する啓発活動を担う必要があります。「自分の命
は自分で守る」「地域住民の命は地域住民で守る」
ことは基本ですが、そのためには日ごろからの地
域での結びつきが大切です。地域での声かけやあ
いさつ運動の実施、住民参加の避難訓練や救急法
講習会の継続も重要です。
　公民館では、防災だけではなく、様々な地域課
題や現代的課題について適切な学習機会を住民に
提供し取り組みを進めなければなりません。村上
市では、「公民館のあり方」を具現化していく過
程のなかで公民館の必要性や重要性を地域ととも
に考えていきます。
　平成26年７月17日㈭　新潟市江南区文化会館　
県大会午後の事例発表から要旨を抜粋（田原）

№741（第３種郵便物認可） � 平成26年11月15日 

医療情報の製作活動

ための取り組み実践事例」



5 ひとくち情報 10月22日㈬　県民福祉大会　妙高市　内山副会長出席

特
集

　７月17日㈭、新潟市江南区文化会館で第65回新
潟県公民館大会が開催されました。
　大会テーマは「地域防災力向上のための公民館
の役割」で、新潟地震、中越地震、東日本大震災
などが起きて以降、地域の防災についての関心が
高まっている中、各地区から防災と公民館の実践
事例が発表されました。
　県大会では、大会終了後の記録集の発行がない
ことや記録を残すという意義もあることから、今
回特集として下記３人の事例発表のまとめを掲載
します。

１「元気の出るふるさと講座」で
　　　中山間地域から上越市を元気に

上越市教育委員会
　生涯学習推進課  公民館
　　社会教育主事
　　　　　　大坪　美樹

　上越市の公民館では、防災に役立つ「元気の出
るふるさと講座」を実施しています。この講座は
⑴地域づくり講座　⑵地域リーダー育成講座の２
講座で構成され、地域が直面している課題や地域
の特徴を生かした集落づくりを学びあうことで、
仲間作りを進め、地域リーダーを育成します。地
域コミュニティーの強化を図りながら、公民館を
核として地域の支援づくりを支援することを目的
に活動しています。地域を知りお互いの顔がわか
ることは、防災では共助の意識が高まります。ま
た、リーダーシップを発揮できる人材を発掘・育
成し、防災活動で地域の核となり自主的な取り組
みが出来るようにすることも大きなねらいです。
⑴ 地域づくり講座
　地域づくりや人づくりの必要性について意識喚

起し、地域を考えるきっかけとする講座です。そ
れを全市の課題として捉え、参加者を全市民とす
ることで、様々な地域の現状や課題を知り、自分
の住む地域について考える契機とします。
⑵ 地域リーダー育成講座
　地域づくりの中核となる地域リーダーを育成す
る講座です。
　講座の活動をとおして地域を知り、地域の課題
解決のための事業を企画・実施する力を育成しま
す。講座の運営は、参加者の希望を取り入れ、市
の担当課と連携した活動を行います。参加者は主
に中山間地及び近隣住民で、地域ごとに活動テー
マを設定して３年後には自主活動が出来る団体に
することが目標です。
　今後は、中山間地の抱える問題を上越市全体の
問題として捉え、学びを行動につなげて地域が結
びつくことで、地域コミュニティーを基盤とした
防災力向上・強化ができる講座の組み立てを考え
ていきたいと思います。

２　顔の見える活動で災害に強い地域づくり
　　～「地域の輪づくり」を防災力向上につなげる～

柏崎市北鯖石
　コミュニティー振興協議会
　　　主事　間島みよ子

　柏崎市北鯖石地区は、公民館機能を備えた「学
びの場」の公民館、「学習成果を生かしたコミュ
ニティー活動」を目的にした地域に根ざした活動
を行っています。
⑴ 中越地震からの経緯
　平成16年の中越地震では、コミュニティーレベ
ルでの自主防災組織の結成が急務であると感じま
したが、まだまだ全住民の意識はそこまでに至り
ませんでした。平成17年の水害を教訓に「避難所
マニュアル」を作成しました。平成19年中越沖地
震では、発生直後から町内会や地域住民と連携を
図りながら要援護者への避難誘導と支援、避難所
開設を行いました。これを契機に、全町内会で自
主防災組織が立ち上がり、全住民の防災に対する
意思統一が図られました。
⑵ 防災力を高める活動
　①防災意識を高めるワークショップ
　②地域防災訓練の実施
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さんじょう一番星育成事業
三条市生涯学習課

　三条市では、平成26年度から学力、スポーツ、文
化・芸術の分野で高い資質と意欲を兼ね備えた子ど
もたちの能力をさらに高める取り組みの支援を行う
「さんじょう一番星育成事業」を実施しています。
学力は、教育委員会小中一貫教育推進課が、スポー
ツは、福祉保健部健康づくり課スポーツ振興室が、
文化・芸術は、市民部生涯学習課がそれぞれ担当す
ることで業務を行っています。
　この度は、生涯学習課が担う「文化・芸術の一番
星育成事業」についてご紹介いたします。
　本事業は、２つの事業から構成されており、「文化・
芸術に係る活動経費に対しての助成事業」と「市が
外部の一流講師を招聘して開催するピアノ教室、
デッサン教室」であります。対象とする子どもたち
は、小学校５年生から高校３年生までで、コンクー
ル等で上位入賞実績、有段資格を有し、高い向上心
を持って将来一番星として輝きたい人を対象として
います。

　前者の助成事業は、音楽、美術、茶道、書道など
募集要項に基づいた個人又は団体への活動に対して
経費の一部（対象経費の１/２補助で、個人12万円、
団体25万円を上限）を助成します。後者のピアノ教
室、デッサン教室は能力の更なる開花・向上を目指
したものです。
　今年度始めたばかりの事業であったため、いざ事
業実施の段になると詰めていたつもりの事項が全く
機能せず、詰めが甘かったことが判明したり、実施
要綱作成の段で、学力、スポーツ、文化・芸術を別々
ではなく、３課連携して一つにまとめることの問題
や、ピアノ教室、デッサン教室の一流講師選びが難
航するなどハラハラ・ドキドキの連続でした。
　このような苦労の連続の中にあっても、文化・芸
術に秀でた子どもたちを一人でも多く育成すること
が三条市の文化振興の推進にもつながるとの強い思
いで文化振興係３人の係員ともどもがんばってきま

した。
　その甲斐もあってか、ピアノ教室は、国内外の有
名オーケストラと多数共演され、日本モーツァルト
音楽コンクール本選会で審査委員を務められるな
ど輝かしい経歴をお持ちの国立音楽大学準教授、久
元祐

ゆう

子
こ

先生から、また、デッサン教室は、国内外の
美術展で数多くの受賞経歴を有する武蔵野美術大学
の遠藤竜太教授と水

みず

上
かみ

泰
たい

財
ざい

教授からそれぞれお引き
受けいただきました。

　指導体制が決まり、選考会を通して選らばれた市
主催のピアノ教室は５人、デッサン教室は10人の
レッスン生が選ばれ、事業が実施されています。ま
た、活動経費への助成事業については、個人部門で
５人、団体部門で２団体が決定したところです。
　ピアノ教室の久元先生は、音楽を通しての親と子
どもの触れ合いを増進させるコンサートを過去にも
実施されており、子どもたちへの指導には定評のあ
る先生で、こちらも見ていて「なるほど、ああいう
やりかたで教えるのか…」など、こちらが感心させ
られたり、驚かされたりの連続でした。中央公民館
大ホールにあるスタインウェイのピアノを子どもた
ちが弾く前に暖めようと一生懸命弾いておられた姿
やピアノから流れる調べは、まさに一流音楽家のも
のでした。うっとりと聞きほれたのは私だけではな
かったと思います。
　また、デッサン教室では、絵を見ているのが何よ
りも好きだという遠藤、水上両先生は、技量の違う
小学生から高校生までの受講生に対して熱心に教え
ていただきました。このように２つの教室の底辺に
流れているのは、講師の先生方の熱い子どもたちへ
の思いであると深く気づいたしだいです。
　本事業は、始まったばかりのヨチヨチ歩きの事業
ですが、今後とも各大学と先生方の指導を全面的に
受けて事業の進化・拡大を図っていきたいと考えて
います。
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げ等で鍛えた（笑）幅広いレパートリーを持つと
自負するカラオケの腕を披露すべく芸能祭等への
出演をひそかに狙っているそうです。早くその日
が来ればいいなあと思いつつも、まずは係の飲み
会で披露してくださいね（笑）。公民館直轄のに
わか芸人の誕生も近いかな（笑）。期待しています。
今後とも個性を活かしてがんばってくださいね。

（南魚沼市中央公民館　笠原　正俊　記）

　佐渡市佐和田地区公民館の濱﨑賢一さんを紹介し
ます。
　濱﨑さんは昨年の８月から係長として、佐和田地
区の公民館事業・社会教育事業を担当しています。
常に公民館を利用する市民の目線に立って事業の企
画・立案を行っており、毎回試
行錯誤を繰り返しながら日々奮
闘しています。

　４月から南魚沼市中央公民館の新しい顔として
席を置いている牛

うし

木
き

治
おさむ

さんを紹介します。
　愛称“牛

ぎゅう

ちゃん”と一部の人たちからは呼ばれ
ているごとく、常にマイペースで地道に業務をこ
なしている姿の反面、スタッフとして数々のイベ
ントや催し物にたずさわってきた経験からは今後
公民館職員として必ずや活躍してくれるものとの
期待感いっぱいです。牛木さんは現在、係の統括
者として公民館の運営にたず
さわっています。本人曰く、
ゆくゆくはイベントの打ち上

南魚沼市中央公民館

　牛木　　治さん

佐渡市佐和田地区公民館

　濱﨑　賢一さん

　

昨
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　これからの時期は地区の文化祭・芸能祭など大き
な事業が続きます。土日などのプライベートの時間
も削って何事にも全力で取り組む濱﨑さんですが、
もう少し自分の時間も大切にしてくれぐれも無理は
せず、健康だけには気をつけてほしいと思います。

（佐渡市佐和田地区公民館　小松　賢和　記）
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おお 気気 すす元元 でで かか

※「お元気ですか」のコーナーは現役をリタイアした方がその後も元気に活動している様子を紹介するコーナーです。

　早いもので、６月に会社を退職し、第２の人生がス
タートして３ヶ月が過ぎました。
　数ヶ月前のこと、市の生涯学習事業「きなせや楽習
大学」の中に「はじめてのピアノ　もしもピアノが弾けたなら」の募集
が目に止まり、迷うことなく申し込みました。実は、口に出した事はあ
りませんが、ピアノを習いたいと心密かに長年思い抱いていました。し
かし、初回に「受講後にピアノの卒業発表会があります」と説明を受け
てびっくり。「楽譜も読めない、指も動かない、そんな自分が人前で発表
会など出来るのだろうか？」と不安でいっぱいでした。ところが何とで
きたのです！よき指導者と猛特訓の結果、両手を使い、足を使っての発
表会が。私は長年「日本舞踊・民謡」をやっている中で、いろいろな感
動を味わってきましたが、ピアノを通して格別な感動と喜びを頂き、こ
れからの生き甲斐と目標がまたひとつ定まった思いです。
　来年の発表会では、個人の課題曲と友との連弾を予定し張り切ってい
ます。走り続けた50年に対して、時には道草をしながらゆっくりと「味
わい深い人生を！」を送りたいと思っています。

「味わい深い人生を！」� 松尾　幸一（五泉市）
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犬
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。
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にいがた生涯学習県民フォーラム
　新潟県では、平成26年度「にいがた生涯学習県民フォーラム2014」を
開催します。
　１　主　催　新潟県　新潟県教育委員会
　２　フォーラムの概要　（日時）平成26年11月27日㈭、28日㈮
　３　会　場　新潟ユニゾンプラザ（新潟市中央区上所２-２）
　　　　　　　県立生涯学習推進センター（新潟市中央区女池３-１-２）
　４　内　容　基調講演会、実践発表・トークセッション
　　　　　　　オカリナ演奏、フラダンス、サトシンさんおはなし会
　　　　　　　講演会、子ども読書フォーラム、ビブリオバトル
　５　その他　どなたでも参加できます。内容により会場が異なります。
　　　　　　　無料シャトルバスがあります。
　問い合わせ、申込み等詳細は下記へ
　　　　　　　新潟県教育庁生涯学習推進課　TEL 025-280-5617
　　　　　　　E-mail:ngt500060@pref.niigata .lg.jp
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